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新潟県の地すべりの特徴

東京農工大学名誉教授
中村浩之

２０２６年5月21日 新潟市

東・中頚城地方の地すべりの
疑問点

• 丘陵性の地形、泥質岩優勢の地域に主に分布
するが砂岩・泥岩分布地域にも発生する。

• 緩慢な移動速度を持つ浅層地すべり（地下水位が高
い、粘質土のすべり）が多い。
また地質構造に支配された深層の層地すべりも発

生する。
• 秋から冬にかけての長雨・降雪から融雪期に活発化
することが多い。

• 浅層地すべりは僅かな人為活動で運動を活発化する,
また地震動には敏感であるが移動量は少ない（例外
給餌ブロックの活動）。

地すべり発生の規律

•同じ地質・土質では急な勾配の斜面ほど不安定
である。

•硬く、強度の強い地質・土質では、軟らかく・
強度の弱いものより急な斜面になる。

•硬く、強度の強い地質・土質の層が軟らかく・
強度の弱いものの上に載った斜面は不安定であ
る。

•地下水面（飽和帯の厚さ）が高くなると斜面は
不安定になる。

地すべり斜面の平均地表面勾配頻度分布図
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すべり面の位置

再活動地すべり

粘性土地すべり

砂質土地すべり

岩屑混じり崩積土地すべり

風化岩地すべり
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被害状況

７ 甚大な被害。 移動土塊による建物破壊、
死者多数、避難困難

６ 速度が速く犠牲者が出る可能性あり
５ 避難が可能。 建物施設の破壊
４ 仮設構造物の一時的維持可能
３ 移動時に対策工事可能。 こまめな維持管理

で仮設構造物維持可能
２ 恒久構造物の一部は運動による被害を受けない
１ 計測で感知。 十分注意の上工事可能
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地すべりの分類と速度域（Ｈungr等による）

• 崩壊
ピーク強度
崩積土、風化岩
（φ：３５度程

度）

• 地すべり
残留強度
（ φ:  数度から２５度程

度）

斜面勾配とすべり面強さの関係

ピーク強度

残留強度
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σ＝37.6 (kgf/cm 2)

変位速度：ｍｍ/min

負の速度効果
正の速度効果

変位速度による粘性土の残留強度変化

注:    (1) 再活動型地すべりや泥流最低～最高速
度の範囲（Skempton,1985）

（２）速度効果試験とりまとめ範囲（Tika et 
al.,1996）
（３）地すべり移動速度（Varnes,1978）

3 m/sec0.3m/min.1.5 m/day
1.5m/mo

1.5m/yr0.6m/yr

残留強度にみられる速度依存現象のまとめ ( Tika et al.,1996）

•粘土のせん断抵抗はせん断速度が増加すると粘
性抵抗により増加（福岡 １９５３）

•粘土のせん断強度はせん断速度が１オーダー増
加すると８から１２パーセント増加

（Vessery
１９８８）
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せん断速度による残留強度の変化

• 粘性土はせん断速度が増加すると強度が増加する。
粘土の粘性が増加すると考えられる。

• 砂質土はせん断速度が増加すると強度が低下する。
せん断にともない過剰間隙水圧が増大し液状化現象
が発生することが考えられる。

泥岩地帯の地すべりの特徴

滑落
崖

移動方向

地表面亀裂せん断亀裂

不動層

すべり面

すべり帯

せん断帯

岩
塊

基岩岩片

地表面亀裂

粘性土地すべり （新潟の地すべり‘ ９８ 地すべり学会新潟支
部）

猿供養寺地すべり断面図

長さ１７００ｍ、最大幅４００ｍ、高低差３００ｍ、面積
４４．３ha
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地すべり地内部構造図
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再活動型地すべり(降雨、融雪)の機構

地すべりの運動中

開
始

停
止

礫混じり粘性土
（赤褐色）

地表

礫混じり粘性土
（青灰色）
飽和土

すべり面、
粘土

すべり面の状況 吸水膨張
過圧密粘土化

塑性流動
排水圧密
正規圧密粘土
化

吸水膨張
過圧密粘土化

せん断破壊

残留強度

時間

地下水面
臨界水位
(Fs=1.0)

地下水面の変動にともなう
間隙水圧分布
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逆算による強度常数の推定
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推定粘着力vs最大層厚

湛水地すべり

一般の地すべり

建設省 (1976)
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湛水地すべり

一般の地すべり

日本道路公団(1999)
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推定粘着力vs平均層厚
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推定内部摩擦角 vs すべり面勾配
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一般の地すべり
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積雪荷重と粘性土地すべり

雪荷重
間隙水圧分布 有効応力分布

地表

地下水面礫混じり粘性土
（赤褐色）

礫岩混じり粘性
土（青灰色）

すべり面粘土

基岩

崩

積

土

雪荷重によりすべ面での有効応力の変化なし。
ただし斜面方向のせん断応力は増加、地すべり
の推力は大きくなる。

q

qq

給餌ブロック
給餌ブロック

すべり面（残留強
度）

亀裂、段
差

主滑落崖

31

29 30

31 32



2026/5/16

9

沖見（神谷）地すべりの
概略
面積 約７０ｈａ
幅 約５００ｍ
長さ 約１５００ｍ
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沖見（神谷）地すべと地震
（高野による）

• 享保４年（１７１９年）３月１８日地震により大音響とともに活動開始（震源 神谷
北東１２km 保倉村団平山） ３０ｈａ？

• 安政４年（１８５７年）大地震により地すべり止まる

• 明治９年（１８７６年）大豪雨により地すべり復活 活動再開
活動範囲倍増 ６０ha

• 明治３６年７月２３日（１９０５年）地震により地すべりは再び止まる（震源 安
塚）

• 明治４４年（１９１１年）１１月２１日 地震により活動再開 地すべり範囲拡大
７０ha

沖見地すべり平面
図

１９４８年

沖見地すべり平面
図

１９９０年

沖見地すべり平面図
１９４８年１９９０年（４２年間）
の比較

０ ４０
０Ｍ
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地下水排除工

地すべり移動量と地下水排除工関係図

地震と地すべりの
２，３の課題
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円弧すべり

非円弧すべり
ヤンブー法

Kh: 地震係数

斜面安定解析（地震時）

単調載荷による液状化

推力によるせん断応力以
下にせん断強度が低下し
たときに液状化推力による

せん断応力

残留強度状態と液状化の関係（Poulos  et al.,1985）
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順層地すべり

•特に水で飽和した砂岩、凝灰岩
や火山礫岩などを挟んだシルト
岩、泥岩などの互層

順層すべり

0

100

200

300

400

500

0 200 400 600 800 1000

地震前 地震後

M

B

B’
C

すべり
面

A
A‘

図ー４ 塩谷神沢川地すべり概念
図

尼谷地地すべり
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土木研究所雪崩・地すべり研究センター提供 土木研究所雪崩・地すべり研究センター提供
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田面への乗り上げ、隆起(尼谷地）

雪崩・地すべり研究センター

地震と神谷地すべり
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地震時に流動化し易い地盤

シルト・砂質岩地帯や泥岩との細互層地帯

含水したパミス層など粒子破砕や構造破壊
し易い火山灰などの火山噴出物堆積層が分
布する地帯

鋭敏性粘土堆積（クイッククレイなど）地帯

粒子構造変化の著しい土（黄土、レスなど）
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